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不 安 特 性 の 影 響

 榎 並 恵 子 ・ 平 井 タ カ ネ

 研 究 の 目的

 舞 踊 は, 身体 の運 動 に よって思想 や 感情 な どを表

現す る活動 で あ る。 す なわ ち, 舞踊 の作 品 には, 創

作者 の 内面 が投影 され てい る。 体育 の授 業 で行 なわ

れ る創作 ダ ンスで は, 受講 生 全員 が, 作 品 を創 作 し

それ を発 表 す る こと を経験 す るの で, 個 人 の性 格 は, 

創 作 された作 品 だ けでは な く, 舞踊 の創 作過 程 にも

影 響 してい るとい える。 した が って舞踊 の創 作 で は, 

表現 す る こ との満 足感 や快 感 と同時 に, 人 に見 られ

るとい う不安 も意 識 され るよ うで あ る。 これ は斎藤
(6)

(1976)が 報告 して い るよ うに, 体育 の授 業 で中 学生

や高校 生 に しば しば 見 られ る舞 踊 ぎらいの理 由 と し

て, 「よ い動 きが浮 かば ない」「恥 かしい」が挙 げ られて

い る ことか らも推 測 で きる。

 不安 は, 従 来1つ の現 象 と して考 え られ て いた が, 
(2)

Cattellら(1958)は, 状 況 に よ っ て 変 化 す る長 続

きの し な い 不 安 と, 個 人 が も と も と持 っ て い る性 格

的 な 不 安 が 存 在 す る こ と を検 証 し, 前 者 を状 態 不 安

(State Anxiety), 後 者 を特 性 不 安(Trait Anxie-
(8)

ty)と よん だ。 Spielbergerは, この考 えを もと に, 

1971年State-Trait Anxiety Inventry(STAI)を 作

成 した。 そ してBurtonは, 1976年 に, STAIを 用 い

て, 初 心者 が, ゴル フ とアーチ ェリー, 体操, ダ ンス

(バ レエ, モ ダンダンスを含 む)な どの体 育 の授 業 に

参加 した際 のState Anxietyの 推 移 を検 討 している。

それ に よる と, ゴル フ とアーチ ェ リー, お よび体操

を受講 した者 は, 15週 間後 の講 義終 了時 にState An-

xiety得 点 が減少 したが, ダンスの受 講生 は得点 が

増加 す るとい う反対 の結 果 を得 て, ダンスの環 境 の

中 に, 緊 張, 神経 質, 心配, 不安 といっ た感情 の水

準 を高 め る よ うな要因 が含 まれて いると述 べてい る。

 本 研究 は, 体 育 の授 業 で行 な われて い る創作 ダ ン

スの中 か ら動 きの モテ ィー フ創 り とそれ ら を発展 さ

せ る過程, お よび作 品の発 表 をと り上 げ, 舞踊創 作

経験 の 有無 や不 安特性 の 高低 が, 課 題解 決(舞 踊 創

作)時 の状 態 不 安, お よび創作過 程 で の空 間の使 用

や時 間 の長 さにどのよ うな影 響 を与 えるの かを検 討 し, 

舞踊 創作 指導 の 手 がかりを得 よ うとす るものである。

 方 法

1. 被 験 者 舞踊 経験 者(体 育学 専攻 生 で, 舞踊 創

作 実 習 を履 習 した者, お よびモ ダン ダンス部 員)と

未 経験 者(一 般 女鴨(9)木生)を, MAS (顕在性 不安 検

査, 三京房 版)得 点 に よって次 の4群 に構 成 した。

各群 いず れ も5名 で あ る。

(1)舞踊経験 者 で特性 不 安 が高 い者

(2)舞踊経験 者 で特性 不 安 が低 い者

(3)舞踊未経 験者 で特性 不安 が高い者

(4)舞踊未経 験 者 で特性 不安 が低 い者

2. 実験 手続 8ミ リ フ ィルム によっ て, 動 きの モ

テ ィー フ を与 え記憶 させた。 動 きのモ テ ィー フは, 

以 下 の4種 類 であ る。

(1)直線 的 で早 い(MM. 184)動 き

(2)直線 的 で遅 い(MM. 46)動 き

(3)曲線 的 で早 い(MM. 184)動 き

(4)曲線 的 で遅 い(MM. 46)動 き

課題 は2種 類 あ り, 課題Iは, フ ィルムで与 えた

動 きの モ テ ィー フ を使 った り変化 させ て, まと ま り

の あ る もの を創作 し, で きた作品 を発 表す るもの で, 

「変化 創作」と した。 課題IIは, フ ィル ムで与 えた動

き以 外 の動 きの モテ ィー フを創 って, まとま りの あ

る もの を創作 し, で きた作 品 を発 表す るもので, 「自

由創 作」と した。 両 課題 と もに, 創作 時 問は10分 と限

り, で きた と ころで合 図 をさせ た。 また10分 以上 経

過 した者 に対 しては, 13分 を限度 と した。 創 作 お よ

び作 品の 発表 は, 5m四 方 の空 間 で行 な い, すべ て

をVTR(ビ デ オテー プ レ コー ダー)に 記録 した。

空 間 は, 分 析 を容 易 にす るた め に, 図1の よ うに9

領 域 に等 区分 し, 床 に ビニ ー ルテ ー プで 十印 をっ け

た。

図1. 創作 ・発表に使用 した空間

(正 面)
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舞 踊創 作過 程 で感 じ られ る不安 を測定 す るため, 
(2)

状 態 不安 検査 と して, 原 岡の 不安測 定尺 度(全19項

目)を 用 い, 100点 満 足 に換 算 して処 理 した。 測 定 は

両課 題 ともに創作 直 前, 創 作直 後(す な わ ち発 表直

前), 発 表直後 の3場 面で行 なった。

 結果 と考 察

1. 状 態不 安 につ いて

 各群 の不安 得 点の平 均値 を求 め, 分散 分折 を行 な

った。 その結 果, 図2－(1), (2)に 示す よ うに, 

(1)低不安群 の状 態不 安得 点 は, 高 不安群 に比 べ て低

い傾 向 を示 す が、 経験 群 と未経験 群 によ る経験 の主

効 果, または変化 創作, 自由創 作 とい う課題 の主 効

果 に有意 な差 は認 め られな い。

(2)創作 直前, 創作 直後, 発 表直 後 とい う3場 面 の状

態 不安得 点 は, 課 題1で は, 創 作直 前 〉創作 直後 〉

発 表直後 と課 題遂 行 に した がい減少 す る。 課 題IIで

は, 創作 直前 ≒創 作直 後 〉発表 直後 で あ り, 創作 直

後 に得点 の減 少 が見 られな い。 なお, 創 作直 前 の不

安得 点 は, 経 験群 の方 が未 経験群 よ り高 い が、 創 作

直後 は経験 群 の 得点減 少 が著 しく, 一方未 経験 群 は, 

得 点 が減 少 しない。 その ため に創作 直後 の不 安得 点

は, 未経 験 の方 が経験 群 よ り高 くなっている。

 以 上 の結果 か ら

 各 群 の不安 得 点 が, 両課 題ともに100点 満 点 中ほぼ50

点 以上 あ った こ とは, 舞踊 の創 作過程 で不安 が感 じ

られて い るこ と を示す もので あ る。

 低 不安 者 の状 態 不安 が, 高不 安者 よ り低 い傾 向 に

あ るの は, 先 にあ げたBurtonの 報 告 と同 じ結果 で

あ り, 本 実験 の舞踊 創 作過程 にお いて も、 不安 特性

の高 い者 は状態 不安 が高 く, 不安 特性 の低 い者 は状

態不 安 が低 い とい う不 安特性 の影 響 が認 め られ る。

 経験 者 と未経験 者 で はMAS得 点, すなわち性 格的

な不 安の 強 さ を示 す特性 不 安の平 均点 にほ とん ど差

がなか った ため か, 状態 不 安 に対 す る創作 経験 の有

無 は, 不 安特性 ほ ど強 く影響 して いな い。 しか し, 

両課題 と もに創 作直 前 の不安 得点 は, 経験 者 の方 が

未 経験 者 よ り高 いが, 創 作 直後 には逆転 して い る。

この ことか ら, 経験 者 は創作 に対 す る要 求水準 が高

く, つ ま り良 く評価 され る よ うな作 品 を創 ろ うとす

る意識 が強 いた め, 「創作 して下 さい」とい う教 示 に よ

って不安 が高 まるが, 創 作 を終 える と, そ れまで の

体 験 によ る慣 れ か ら, 作 品 を発表 す る こ とに対 して

は未経 験者 の よ うには 不安 を感 じない とい え る。一

方未経験 者 は, 舞踊 を剣 作 す るこ とに りも, む しろ

発 表 す るこ とに対 して 不安 を感 じるので は ないだ ろ

うか。

 実験終 了後 の被験 者 の内 省 によ る と, 創 作 や発 表

につ いて は, 両課題 と も20名 中18名 が, 「うま くいか

なかった」 と感 じてい るが, 「創作 した」とか 「発 表 し

た」とい う達 成感 が感 じ られ てお り, それ が不安 を弱

め て発 表直 後 の不安 得 点 が減 少 した とい える。 と く

に, 「低 不安 者 は, 高不安 者 に比べ 失敗 を恐 れ な い し, 
(7)

自己評 価 も高 い」た め, 課 題遂 行 に した がって 不安 が

解 消 して い る。 一方 「高不 安者 は, ス トレス状 態 で能
(7)

率 が下 が り, 失 敗 に対す る不安 が高 い」た め, 課 題 を

終 えて も不安 が軽減 しに くい と思 わ れ る。

 創作 直後 の不 安得 点 に注 目す る と, 課題Iの 変化

創 作 では 創作 直前 よ り減少 す るが, 課 題IIの 自由創

図2-(1)状 態鞍 得点/ 低不安群

高不安群

X----高 不安群

○-低 不安群

★-・-全 員の平均

図2-(2) 状態不安得点{ 経 験 群
未経験群

△---未 経験群

▲-経 験 群
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作 で は減 少 して い ない。 内省 に よ ると, 動 き を与 え

られず 自由 に創 る方 が よい と答 えた者 は11名 で, そ

の うち6名 が未 経験 者 で あ る。 す な わ ち, 未 経験 者

は 自由創 作の 方 が変化 創作 に比 べ て動 きを創 りやす

いと感 じて はい て も, 作品 を発 表す るこ とに は よ り

強 い不安 を感 じてい る とい える。

2. 使 用 空間 に つい て

VTRか ら作品 の開始 位置, 作 品 の足跡(floor-

pattern), 作 品の終 了位 置 を書 き写 し, 9っ の 区分

した領域 の うちの どの領 域 を使 用 して い るの か を見

た。 使用空 間 の大 きさは, 足跡 が あ る領域 に はい っ

た際 に, その領域 を使 用 した もの と して, 使 用領域

数で あ らわ した。

(1)作品 の発表 開始位 置 は, 図3に 示す よ うに中央部

の領域Eが 最 も 多 く, つ いで 後列(I・H・G)に 多い。

(2)作品 中 に使 用 した領域 は, 図4-(1)の よ うに列でみ

ると中列(D・E・F)次 い で前列(A・B・C)を 使 用 す

る者 が 多 く, また 中側(B・E・H)も 多 く使用 されて

い る。 と くに真 中 のEは ほぼ 全員 が使用 してい る。

また図4-(2)に 示 す よ うに作 品 中の使 用領域 数 は, 低

不安群 が高 不安群 よ り有意 に多い。 経 験群 と未 経験

群 の使 用領域 数 に有意差 は認 め られな い。 また課題

IIの使 用領域 数 は, 課題1よ り有意 に 多い。

(3)作品の発 表終 了位 置 は, 図5の よ うに領域Eに 集

中 して い る。

以 上 の結果 か ら, 

使 用領域 の位 置 に, 創作 経験 の 有無, 不安 特性 の

高低, 課題 の差 に よる著 しい特 徴 は見 られ ず領域E

を中心 と した空 間 の 中央 部 を使 用す る者 が 多い。 こ(12) (12)

う した 傾 向 は, 渡 辺 ら(1959)や 鳥 谷(1964)の 報
(10)

告 に も見 られ る が, 内 省 にお いて, 安 心 で きる位 置

と して領域Eを 挙 げ た者 が20名 中9名 と多 い こと, 

また作 品 の発表 は後 列 か ら始 めて前進 す るもの が多

い ことな どか ら, 使 用領 域 の位 置 は, 安定 感 や運 動

を良 く見せ よ うとす る意 識 と結 びつ きなが ら選択 さ

れて い ると考 え られ る。

 高不安 者 の使 用領域 数 は, 低 不 安者 よ り有意 に小

図3. 作品の発表開始位置
(正 面)
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さ く, 空 間の使 用 が不 安 によ って妨 害 され るこ とが

明 らかで あ る。 す なわ ち高 不安者 は, 「発 表 して下 さ

い」とい う教示, お よび, 見 られた り, 評 価 され るこ

との心 配, さ らに与 えられた空 間 を広 す ぎる と意識

す るこ とな どか ら不安 を感 じて, 空 間使 用 が妨害 さ

れ るので あ ろ う。

 経 験 者 は, 未 経験 者 よ り使 用領域 数 が 多い傾 向 を

示 して い るこ とか ら, 経 験 に よって意識 的 に空 間形
(5)

成 を行 な う, つ ま り空 間 を効 果的 に使 用 しよ うとす

る能 力が養 なわ れて い る。

 課題Iの 使 用領域 数 が課題IIよ り小 さい こ とは, 

与 えた動 きの影 響 で あ ろ う。す なわ ち, 動 きの フ ォ

ルム の特徴 を明確 にす るため に空 間移動 の ないモ テ

ィー フを与 え ると, 「動 きを変化 させて下 さい」 と教

示 した場 合 に も, 先 に覚 えた動 きに束薄 され て, 空

間移動 を伴 なった運 動 には, 容 易 に変化 され ないもの と

考えられる。これは空 間移動 に不安 の妨 害 をうけ る高不

安 者 に顕 著で ある。

 3. 使 用 時間 に つい て

 両課 題 とも作 品の長 さをVTRか ら計測 した。 ま

た創作 時 間 中 に, 身体 を動 か さず同 じ場 所 に10秒 以

上留 まる こ とを, 「立 ち止 り」と定義 し, 回数 と合 計時

間 を測 定 した。(1)創 作 に要 した時間 は, 図6に 示 す

よ うに, ほ ぼ7～10分 で あ り, 創作 経験 や 不安特性

によ る差 は ない。 また課 題 間 にも有意 な差 は なか っ

た。しかし立ち止 り時 間, 回 数ともに, 高 不安群 が 低 不 安

群より多い傾 向にあり, 未 経験群 は経験 群 より多い傾 向 に

あった。(2)作 品の 長 さは, 図7の ように不 安特性 による

差は見られないが, 経験 群 は未経 験群 に比 べ て作 品は 有

意 に長 い。 また経験 群 の作 品は, 課題1よ り課 題II

の方 が長 い が, 未経 験群 では逆 に課題1の 方 が作 品

が長 い。

 以上 の 結果 か ら

 立 ち止 りは, 舞 踊創作 過程 に しば しば見 られ る現

象 で あ り, 高 不安 者や未 経験 者 に多 い傾 向 が あ る。

川端 ら(1971)も 同様 の報告 を行 な って い るが, 被

験 者 の内 省 に よる と, 「動 きを思 いつ か ない」「動 きの

つ な ぎ方 が うま くい かな い」な ど, ほ ぼ全員 が創作 中

に何 らかの い きづ ま りを感 じて お り, 立 ち止 りは そ

の あ らわれ と思 われ る。 す な わ ち, 低 不安 者や経 験

者 は, い きづ ま りを感 じて も運 動 を続 け なが らそれ

を解 決 して い るが, 高不 安者 や未経 験者 は, 運動 を

止 めて い きづ ま りを打 開 しよ うとす る。 した がって, 

立 ち止 りは, 高不安 者 や未 経験 者 に とっ て創 作 を進

め るた めの1つ の踏 台 なので あろ う。

 作 品の長 さに対 して は, 不 安特性 の影 響 は ほ とん

どない。 した が って高不 安者 で あ るため に長 い作 品

を創 るこ とが で きない とい うことは ない。
 一 方, 経験 者 の作 品 は, 未経験 者 に比 べ て長 く, 

と くに課題IIの 自由創 作 の作 品 が, 課題1の 変化 創

作の作 品 よ り長 い こ とか ら, 経験 者 は, 動 きの モテ

ィー フを与 え られ な くと も, 自分 の イメー ジ にあ う

新 しい動 きの創 造や, その変化, 発展 を容 易 に行 な

い作 品 を構 成す るこ とがで き る。未 経験 者 は, 長 い

作 品 を創作 で きな いが, 動 きのモ テ ィー フ を与 えら

れた方 が, まとめた り構 成 した りす る手 がか り を得

て, 容 易 に作 品 を創 るこ とがで き るよ うで あ る。

 以上 の よ うに, 舞踊 創作 過程 には, 初 心者 や高 不

安 者 とい った個 人の特性 に よって, 状 態 不安 や空 間

の使 用, 立 ち止 りな どに著 しい特徴 が認 め られ た。

した がっ て, これ らの要素 を考慮 した指 導 が な され

る ことが望 ま しい と考 える。 なお各群 が, 選 択 した

り創 作 した動 きのモ テ ィー フ と, これ らの要 素 との

関連 につ いて も検討 を深 めた い と考 えてい る。

 要 約

 本研究 は, 舞踊創 作 時 に感 じられ る状態 不 安 お よ

び実際 の創作 活動 に及 ぼす, 創作 経験 の 有無, 不 安

図6. 創作に要 した時間 と

創作中の立 ち止 り時間(斜 線部)

図7. 作 品 の 長 さ
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特性 の高低 の影響 を検 討 し, 舞踊 創作 指導 の手 がか

りを得 よ う とす るもの で ある。

 高 不安 経験, 高不 安未経 験, 低 不安 経験, 低 不安

未 経験 の4群 計20名 を対 象 に, 変 化創 作 と自由創作

の2課 題 を設 定 し, 課題解 決時(動 きづ く りの過程

と発 表)の 状 態 不安 を, 原 岡 の不 安測 定尺 度 を用 い

て測 定 した。 同時 に使 用領域 の位 置や 大 きさ, 創 作

中の 立 ち止 り, 作 品 の長 さをVTRに 記録 し分 折 し

た。

 その結 果, 舞踊 の創 作過 程 に関 して以下 の こ とが

明 らか に なった。

1. 高不安 者 は, 低 不安者 に比 べ 全場 面 を通 じて状

態不 安 が高 い傾 向 にあ り, 状 態 不 安 に及 ぼす不 安特

性 の影 響 は, 創 作 経験 に比 べ て大 きい。

2. 空 間 の使 用 は, 不安 に よって妨 害 されやす く, 

2不 安者 は使 用空 間 が小 さい。 また舞踊 にお いては, 

与 え られた空 間の 中央部 が強 く意味 づ け されて い る。

3. 創 作 中の 立 ち止 りは, 高不 安者 や未 経験 者 に 多

く見 られ, 創作 を進 め るため の1つ の踏 台 で ある と

考 え られ る。
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